
　

ま
ち
の
貯
蓄
と
も
い
え
る
基
金

の
決
算
年
度
末
現
在
高
は
５
億
３

４
４
５
万
２
千
円
に
な
り
、
前
年

度
末
現
在
高
（
平
成　

年
度
は
５

14

億
８
２
３
９
万
６
千
円
）
よ
り
４

７
９
４
万
４
千
円
減
少
。
ま
ち
が

借
り
入
れ
た
資
金
の
返
済
額
の
地

方
債
残
高
は
、
前
年
度
末
現
在
高

よ
り
３
９
４
５
万
８
千
円
減
り
、

　

億
７
０
７
８
万
５
千
円
と
な
っ

60て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
地
方
債
返
済
額

15

（
公
債
費
）
は
６
億
４
２
６
９
万

４
４
２
９
円
で
、
平
成　

年
度
の

16

公
債
費
の
当
初
予
算
額
が
７
億
３

７
６
０
万
８
千
円
。
来
年
度
（
平

成　

年
度
）
か
ら
は
、
地
震
災
害

17

復
興
関
係
の
返
済
が
始
ま
る
こ
と

か
ら
、
予
算
全
体
に
占
め
る
公
債

費
の
割
合
が
大
き
く
な
り
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

ま
ち
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
乗
り
越
え
、
活
力
に
満
ち
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
町
村

合
併
が
白
紙
に
戻
り
、
単
独
自
立

を
決
め
た
翌
日
か
ら
「
自
立
政
策

推
進
本
部
」
を
設
置
。
今
後　

年
10

間
の
具
体
的
な
方
針
を
示
す
「
自

立
政
策
推
進
大
綱
」
や
「
ま
ち
づ

く
り
推
進
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
公
募
の
あ
っ
た
住
民
委
員

　

人
と
役
場
職
員
で
構
成
す
る
ま

10ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
（
総
務
、

福
祉
・
教
育
、
産
業
の
３
部
門
で

構
成
）
で
は
、
最
小
限
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
よ
う
、
各

部
門
に
分
か
れ
、
一
つ
ひ
と
つ
の

事
務
事
業
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
に
は
、
各
部
門
で
検
討
さ

12
れ
た
事
項
を
ま
と
め
、
自
立
存
続

に
向
け
た
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
プ

ラ
ン
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
は
別
に
運
営
し
て

い
る
６
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
を

紹
介
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
総
額
３
億
８
３
８
５
万
９

３
１
４
円
で
、
歳
出
総
額
が
３
億

８
１
８
５
万
４
６
３
７
円
に
な
り

ま
し
た
。
平
成　

年
度
の
被
保
険

15

者
数
は
１
５
０
１
人
で
、
１
人
当

た
り
の
医
療
費
は
年
間　

万
３
５

16

５
７
円
に
な
り
ま
し
た
。
総
医
療

費
は
前
年
度
よ
り
４
７
１
７
万
３

４
４
８
円
増
え
て
い
ま
す
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も
に
７
億
９
５
９

９
万
９
３
８
３
円
。
老
人
医
療
受

給
者
は
１
１
１
８
人
で
、
１
人
当

た
り
に
す
る
と
年
間　

万
７
１
５

67

８
円
の
医
療
費
が
か
か
っ
て
い
る

計
算
に
な
り
ま
す
。
総
医
療
費
は

７
億
５
７
０
６
万
３
１
１
２
円

（
総
件
数
２
万
５
１
３
２
件
）
で

１
件
に
つ
き
約
３
万
円
を
給
付
し

ま
し
た
。
総
医
療
費
は
、
前
年
度

よ
り
４
１
６
９
万
８
５
４
６
円
増

え
て
い
ま
す
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
総
額
４
億
７
３
５
３
万
３

５
３
０
円
、
歳
出
総
額
が
４
億
６

０
１
５
万
８
４
６
０
円
に
な
り
ま

し
た
。　

歳
以
上
の
高
齢
者
は
１

65

５
８
３
人
で
２
２
３
人
（　

〜　
40

64

歳
の
特
定
疾
病
７
人
含
む
）
が
要

介
護
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
在
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は
月
平
均
１
２

０
人
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
は

月
平
均　

人
に
な
り
ま
し
た
。
要

76

介
護
認
定
を
受
け
る
人
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

●
簡
易
水
道
特
別
会
計

　

歳
入
総
額
２
億
９
３
６
万
８
１

２
５
円
、
歳
出
総
額
が
２
億
７
８

９
万
３
９
０
５
円
に
な
り
ま
し
た
。

下
榎
地
区
簡
易
水
道
の
水
源
改
良
、

根
雨
地
区
と
貝
原
地
区
の
水
道
施

設
を
統
合
す
る
な
ど
、
安
全
で
安

定
し
た
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め

の
施
設
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

●
公
共
下
水
道
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も
に
３
億
２
５
４

万
２
８
４
９
円
に
な
り
ま
し
た
。

下
榎
地
区
の
供
用
開
始
、
浄
化
セ

ン
タ
ー
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
の

維
持
管
理
な
ど
公
共
下
水
道
の
対

象
地
区
拡
張
や
生
活
環
境
の
向
上

を
行
い
ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も
に
１
億
７
０
４

７
万
１
０
７
８
円
に
な
り
ま
し
た
。

黒
坂
・
下
黒
坂
地
区
の
農
業
集
落

排
水
処
理
施
設
（
計
２
０
５
戸
加

入
）
の
維
持
管
理
、
貝
原
地
区
の

供
用
開
始
に
向
け
施
設
整
備
を
す

る
な
ど
、
生
活
環
境
の
確
保
と
水

質
保
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

12広報ひの

【一般会計の主な事業経費】

・公共施設ネッワーク整備等＝ 1億 7,101万 8,672円（公共施設のＩＴ整備）

・過疎バス対策＝ 1,781万 4,952円（路線バスの運行維持経費）

・合併対策＝ 1,682万 350円（江府町との合併協議経費）

・住宅復興支援補助＝ 1,800万円（西部地震被災住宅建替の支援）

・日野病院組合補助＝ 2億 3,429万 8,983円（日野病院交付税措置分等）

・中山間地域総合整備事業＝ 2,612万 6,173円（日野川左岸地区の活性化）

・県営奥日野広域農道整備＝ 1,149万 1,786円（広域農道の負担金）

・交流促進施設管理＝ 1,425万 2,920円（リバーサイドひの管理運営）

・板井原地区用水施設整備＝ 1億 1,977万 8,718円（水道水の供給施設整備）

・町道下榎宮ノ前線改良事業＝ 2,458万 2,397円（道路整備）

・町道根雨１号線緊急地方道路整備事業＝ 3,300万 7,087円（道路整備）

・町道根雨西側支２号線道路改良＝ 4,882万 4,479円（道路整備）

・耐震性貯水槽新設事業＝ 1,230万 6,000円（舟場、津地に２基設置）

・文化センター管理＝ 1,818万 4,983円（管理運営）

※決算書は、町図書館、黒坂支所で閲覧することができます。

貯
蓄
は
５
億
３
千
万

借
り
入
れ
は　

億
７
千
万
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家
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